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アドミッションオフィサーが、国を含めて、こ
ういうことをやりましょうという、フォローを
していくことが必要なんですが、そこのところ
の議論が全く欠けているかなと思います。
関田：今いくつかお答えが出てきたので、次は
自分にまわってくるだろうなと準備をされてい
る方がおられますから、聞かなくちゃいけませ
んけれども（笑）、今非常に大事な点が出てき
たと思うんですね。結局、入試といっても最終
的には人を選ぶという仕事になるわけですから。
それがどこまでも、人が温かく人を選ぶという
ような、そんな視点が必要なんじゃないでしょ
うか。そういう意味では正解が一つだけ、0か
1かの世界ではなくて、いろんな可能性がある
のだということを示す、だからこそ一生懸命考
えられる。そういったことを入試の制度として
変えていく。でも、それを支える人材が、いっ
たいどうなんでしょうか。入試のアドミッショ
ンといっても、多くの人を集めてきて、どう
やって選び分けましょうかという形が原型の中
で、ずっと大学はその文化を作ってきているわ
けです。これからは、さきほど寺西副学長が
言ったように、本当に一人一人を丁寧にしっか
りと見つめて考えてみていくような、あるいは、
成田さんが5択で恋人選ばないでしょうと言っ
たような、真剣にお互いに向き合っていく、そ
んなマインドというんでしょうか。そんな人た
ちが入試の世界には必要な気もします。そのあ
たりも含めて、一言松本さんの方から、コメン
トいただければと思います。
松本：今お話しの中でやはり、高校も大学もそ
の間も頑張る、その間も大きく変えるといった
ときに、これをやはり実のあるものにするに
は、企業が採用基準を明らかにする以外にない
のです。ここを明らかにしない限り、いつまで
やっても空転しそうな気がして仕方がない。出
口、つまり就職の状況だけで、大学が評価され
るというのが現状ですから、ここの評価の仕方
が明らかになります。企業は確かに、採用にお
金をかけているけれど、どこにかけているのか、
正直いうと私には見えないです。たくさんエン
トリーシートを消化するために、どこかに外注
しているわけですね。1万も2万も来ても人事
の採用担当者が読めるわけがないから、アウト
ソーシングしている。そのためにお金を使って
るのか、一体どこにこの採用のお金を使ってる
のかが見えない。
　採用基準を明らかにしたときに、もっと大学
教育はドラスティックに変わり、そしてそれと
連動した形での入口、つまり高校と大学の接
続の部分と連動した教育が意味を持ったものに
なっていくだろうなと思うんですね。いくらこ
うやって制度をいじっても、出口のところで、
見えない。ブラックボックスの中で、人が測ら
れていくということがある限り、絵に描いた餅
になるような気がします。そして、また新たな
「なんとか教育」。今大学を見ていると、「○○
教育」というのが増え、、本来大学で学ぶべき
ことがどんどん隅に追いやられていくような気
がしています。だから、この改革で、高校と大
学が共に手を携えて学んでいく。新しい教育を
作りあげるというのであれば、なんとかここに
企業を取り込んで、その企業にこっちを向かせ
る。私たちは今これだけやっていますから、あ
なたたちにもこっちを向いてもらわないと、困
るんですというメッセージをどうやったら送れ
るのか。たぶんそうやったときに、保護者の見
方ももっと変わってくるんじゃないかという気
がするんです。何を聞かれているのかもわから
ないで、思ったことを言ってしまいました。
関田：素敵なお答えありがとうございます。
行ったり来たりをしているうちに、もうそろそ
ろ時間になってまいりました。最後に、安西先
生から一言いただいて、クロージングしていき
たいと思います。お願いいたします。
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安西：今日は本当にありがとうございました。
パネリストの方々から、私にとっても非常にこ
れからの力になる話をいただきまして、感謝を
しております。最後に少しだけ今のお話につい
て申しますと、企業につきましては、今後、高
大接続に関係している側でも、企業と協力して
いく体制をとっていこうとそういう方向はござ
います。これからのことではありますけれども、
ぜひ関心をもっていただければと思います。非
常に大事なことであります。
　それから、答えが一つではない、あるいは答
えがない、そういう問題を自分で見つけて、そ
れを自分で当たってチャレンジしていくような
人材がこれから大事だと思います。共有させて
いただいたと思いますけれども、そういう人材
を育て、子どもたち一人一人からアタックして
いくようにするための、特に入学者選抜のと
ころをどうしたらいいのかということについて
です。答えがない問題を、やはり少しでも入学
者選抜でも出していきたいのです。新しいテス
トでも、今そこの検討をかなりやっております。
これについては、採点でも技術的課題が非常に
たくさんございまして、十分検討しなければい
けませんが、それもやっております。
　それから、人的リソースです。アドミッショ
ンオフィサーのことなどにつきましても、もち
ろん検討中でございまして、やはり国がバッ
クアップしていかないといけないという意見は、
一致しております。国全体の財政も厳しい中で、
この改革をどういうふうに持っていけるかとい
うのは、今、人的リソースもバックアップも含
めて、非常に重要なことです。
　また、そういう方向でいかなければいけない
というときに、今のままでいいのではないかと
いう雰囲気がどこにあるかというと、これは
むしろトップレベルのところに、勝ち組という
言葉は非常によくないかもしれませんけれども、
今で充分ではないか、充分そういう学生は育て
ていると思っておられる高等学校、大学等々、
あるいは企業も含めて、まだまだあるように感
じられます。それは実はそうではないのだとい
うことを、やはり理解していただくような努力
も、我々としてはやらなければいけないと思っ
ております。
　本当にパネリストのみなさんが言っておられ
る通りで、幕末の185年に、浦賀にペリーの
黒船が来て、明治維新になったのは1868年で
すから、15年です。ところがこの高大接続改
革は、すでに20年あまり議論がされておりま
す。やはり新しい時代にむけて、それに対して
一人でも多くの人たちが協力をして、新しい時
代を作っていかなければいけません。今、その
曲がり角にきているということが今日の共通事
項だと思いますので、是非今後とも、いろいろ
ご指導いただき御意見もいただき、一緒になっ
て新しい時代のために、また子どもたちのため
に、努力をしていきたいと思います。どうぞ、
よろしくお願い申し上げます。
関田：では、最後に一言だけ。「高大接続入試
改革で、日本の教育は変わるのか？」という
クエスチョンマークをどう扱うのかというの
が、大きなテーマでございました。このフロア
におられる皆様も、日本の教育は変わる、そし
て、変えていくのは我々なんだとそんな気持ち
が高まった、そんな時間0分でなかったかな
と思います。それでは、これにて教育フォーラ
ム、第1回FDフォーラムは終了いたしたいと
思います。パネリストの先生方、そして基調講
演をしてくださった安西先生に拍手をもって感
謝で終わりたいと思います。
（拍手）
